
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
参
照
条
文

目
次

○

領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）

（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

民
事
調
停
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
【
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
改
正
後
】
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３



○
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
（
抄
）

（
領
海
の
範
囲
）

第
一
条

我
が
国
の
領
海
は
、
基
線
か
ら
そ
の
外
側
十
二
海
里
の
線
（
そ
の
線
が
基
線
か
ら
測
定
し
て
中
間
線
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し
た
中
間
線
に
代
わ
る
線
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
線
）
と
す
る
。
）
ま
で
の
海
域
と
す
る
。

２

（
略
）

（
基
線
）

第
二
条

基
線
は
、
低
潮
線
、
直
線
基
線
及
び
湾
口
若
し
く
は
湾
内
又
は
河
口
に
引
か
れ
る
直
線
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
水
で
あ
る
瀬
戸
内
海
に
つ
い
て
は
、
他
の
海

域
と
の
境
界
と
し
て
政
令
で
定
め
る
線
を
基
線
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

○
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
有
人
国
境
離
島
地
域
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
地
域
を
い
う
。

一

自
然
的
経
済
的
社
会
的
観
点
か
ら
一
体
を
な
す
と
認
め
ら
れ
る
二
以
上
の
離
島
で
構
成
さ
れ
る
地
域
（
当
該
離
島
の
う
ち
に
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
一
条
第
一
項
の
海
域
の
限
界
を
画
す
る
基
礎
と
な
る
基
線
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
線
を
い
い
、
同
項
の

直
線
基
線
の
基
点
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
「
領
海
基
線
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
離
島
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
内
の
現
に
日
本
国
民
が
居
住
す
る
離
島
で
構

成
さ
れ
る
地
域

二

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
海
基
線
を
有
す
る
離
島
で
あ
っ
て
現
に
日
本
国
民
が
居
住
す
る
も
の
の
地
域

２

（
略
）

○
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
（
抄
）

（
排
他
的
経
済
水
域
）

第
一
条

我
が
国
が
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
以
下
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
連
海
洋
法
条
約
第
五
部
に
規
定
す
る

沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
そ
の
他
の
権
利
を
行
使
す
る
水
域
と
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
を
設
け
る
。

２

前
項
の
排
他
的
経
済
水
域
（
以
下
単
に
「
排
他
的
経
済
水
域
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国
の
基
線
（
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律

第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
線
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
が
二
百

1



海
里
で
あ
る
線
（
そ
の
線
が
我
が
国
の
基
線
か
ら
測
定
し
て
中
間
線
（
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
、
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
と
、
我
が
国
の

海
岸
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
外
国
の
海
岸
に
係
る
そ
の
外
国
の
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
と
が
等
し
い
線
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し
た
中
間
線
に
代
わ
る
線
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
線
）
と
す
る
。
）
ま
で
の
海
域
（
領
海
を
除
く
。
）
並
び
に
そ
の
海
底
及
び
そ
の
下
と
す
る
。

（
大
陸
棚
）

第
二
条

我
が
国
が
国
連
海
洋
法
条
約
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
そ
の
他
の
権
利
を
行
使
す
る
大
陸
棚
（
以
下
単
に
「
大
陸
棚
」
と
い
う
。
）

は
、
次
に
掲
げ
る
海
域
の
海
底
及
び
そ
の
下
と
す
る
。

一

我
が
国
の
基
線
か
ら
、
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
が
二
百
海
里
で
あ
る
線
（
そ
の
線
が
我
が
国
の
基
線
か
ら
測

定
し
て
中
間
線
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し
た
中
間
線
に
代
わ
る
線
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
線
及
び
こ
れ
と
接
続
し
て
引
か
れ
る
政
令
で
定
め
る
線
）
と
す
る
。
）
ま
で
の
海
域
（
領
海
を
除
く
。
）

二

前
号
の
海
域
（
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
が
二
百
海
里
で
あ
る
線
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
が
画
さ
れ
る
部
分
に
限

る
。
）
の
外
側
に
接
す
る
海
域
で
あ
っ
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
第
七
十
六
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
政
令
で
定
め
る
も
の

○
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
抄
）

（
前
三
条
に
よ
る
損
失
の
補
償
の
裁
決
手
続
）

第
九
十
四
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
起
業
者
又
は
損
失
を
受
け
た
者
は
、
収
用
委
員
会
の
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
～
12

（
略
）

○
民
事
調
停
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
調
停
の
成
立
・
効
力
）

第
十
六
条

調
停
に
お
い
て
当
事
者
間
に
合
意
が
成
立
し
、
こ
れ
を
調
書
に
記
載
し
た
と
き
は
、
調
停
が
成
立
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
記
載
は
、
裁
判
上
の
和
解
と
同

一
の
効
力
を
有
す
る
。

○
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
【
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
改
正
後
】
（
抄
）

第
十
六
条

（
略
）

2



２

国
家
安
全
保
障
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
我
が
国
の
安
全
保
障
（
第
二
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
「
国
家
安
全
保
障
」
と
い
う
。
）

に
関
す
る
外
交
政
策
及
び
防
衛
政
策
の
基
本
方
針
並
び
に
こ
れ
ら
の
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
も
の
（
危
機
管
理
に
関
す
る
も
の
並
び
に
内
閣
広
報
官

及
び
内
閣
情
報
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二

国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
国
家
安
全
保
障
局
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障

会
議
の
事
務

三

国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
国
家
安
全
保
障
会
議
に
提
供
さ
れ
た
資
料
又
は
情
報
そ
の
他
の
前
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
資
料
又
は

情
報
を
総
合
し
て
整
理
す
る
事
務

３
～
７

（
略
）

○
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条

内
閣
府
は
、
前
条
第
一
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
次
に
掲
げ
る
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
（
内
閣
官
房
が
行
う
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
三
十

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
二
十
七
の
五

（
略
）

二
十
七
の
六

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
（
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

）
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
経
費
の
配
分
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
八
～
六
十
二

（
略
）

（
設
置
）

第
三
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
内
閣
府
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
府
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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（
略
）

（
略
）

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

休
眠
預
金
等
活
用
審
議
会

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律

（
略
）

（
略
）

4


	0318参照条文目次
	0318参照条文



